
わが家の主役 はＱＲ

コードでスマホ・パソコ

ンから応募できます。

誕生日掲載希望の場合

は １週間前必着です

寺
島

真ま
は
る暖
ち
ゃ
ん

（
神
奈
川
県
）

１
歳
お
め
で
と
う
♡
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◇応募先◇〒371－8666

（個別郵便番号のため住所

不要） 上毛新聞社編集局

宛てに 新婚 夫婦 ウチ

の子 同窓万歳 発表

の種別を付記して郵

送かメール

で 写真は

返却しません。

ときめき新婚さん 結婚

した２人の写真を掲載しま

す 結婚から１年以内に必

着▷新郎・新婦名 可能なら

旧姓も ▷一言 字以内

きらめき夫婦 銀婚 金

婚 ダイヤモンド婚を迎え

た２人の写真を掲載しま

す 記念日から１年以内に

必着▷夫婦名 年齢 ▷一言

字以内

同窓万歳 同窓会の記念

写真を掲載します 開催か

ら１カ月以内に必着▷学校

名▷卒業年度▷撮影年月日

・場所・原則１枚▷一言

字以内 要約する場合があ

ります

ウチの子一番 愛するペ

ットの写真を掲載します▷

ペットの名前▷種類▷年齢

▷一言 字以内

発表 文化系団

体の発表会の際に会場で撮

影したメンバーの集合写真

を掲載します 開催から１

カ月以内に必着▷ジャンル

・団体名と所在の市町村▷

撮影年月日・会場の市町村

▷一言 字以内
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各コーナーとも投稿者

の住所 氏名 年齢 電

話番号を必ず書いてご

応募ください
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▷館林高校レスリング部▷昭和 年～平成

３年度卒業▷１月 日・館林市▷江田昌史

館林市・ ▷高田裕司先生と上野宏之先

生を囲む会を開催 みんな あの頃 にタイ

ムスリップしました

育
英
大
・
育
英
短
大
の

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は

日

高
崎
市
京
目
町
の

同
大
体
育
館
で
体
験
教
室
を
開
い

た

県
内
各
地
の
未
就
学
児
と
児

童

人
が

学
生
が
考
え
た
練
習

メ
ニ
ュ
ー
で
和
気
あ
い
あ
い
と
ボ

ー
ル
に
親
し
ん
だ
‖
写
真

音
楽
に
合
わ
せ
た
ダ
ン
ス
で
ウ

オ
ー
ム
ア
ッ
プ
す
る
と

片
腕
に

ボ
ー
ル
を
乗
せ
て
バ
ラ
ン
ス
を
取

る
練
習
な
ど
で
ボ
ー
ル
を
扱
う
感

覚
を
養
っ
た

初
対
面
の
相
手
と
２
人
一
組
で

パ
ス
を
交
わ
し
た
高
崎
佐
野
小
６

年
の
堀
口
哉
汰
さ
ん

は

楽

し
い

と
笑
顔

同
部
の
大
屋
陽
祐

監
督
は

普
段
は
接
し
な
い
相
手

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る

こ
と
で

バ
レ
ー
の
楽
し
さ
を
改

め
て
感
じ
て
ほ
し
い

と
話
し
た

金
子
雄
飛

学
生
考
案
の

練
習
に
笑
顔

育
英
大
・
短
大
バ
レ
ー
部

子
ど
も
向
け
体
験
教
室

２
０
２
１
年
に
世
界
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文

遺
跡
群

の
出
土
品
を
中
心
に
紹

介
す
る
企
画
展

世
界
遺
産

縄

文

が
３
月
８
日
ま
で

高
崎
市
の

県
立
歴
史
博
物
館
で
開
か
れ
て
い

る

土
器
や
土
偶

道
具
な
ど
約
４

３
０
点
を
通
じ
て
１
万
年
以
上
続

い
た
縄
文
文
化
に
触
れ
ら
れ
る
‖

写
真大

き
な
目
が
特
徴
で
不
思
議
な

姿
の

遮
光
器
土
偶

は
７
体
が
集

合

国
宝

中
空
土
偶

日
ま
で

展
示

や
国
重
要
文
化
財

し
ゃ
が

む
土
偶

も
展
示
さ
れ

来
場
者
の

目
を
引
い
て
い
る

午
前
９
時
半
〜
午
後
５
時

月

曜
休
館

一
般
千
円
な
ど

巡
回
展

で
同
館
が
最
終
会
場

文

水
村
希
英

写
真

新
井

諭

歴
博
で
企
画
展

国
宝
や
重
文
も

生
け
花
や
尺
八

和
の
文
化
満
喫

地
域
文
化
フ
ェ
ス

前
橋
地
域
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

実
行
委
員
会
な
ど
主
催

が

日

前
橋
市
の
昌
賢
学
園

ま
え
ば
し
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た

生
け

花
の
展
示
や
八
木
節
、
尺
八
の
発
表
が

あ
り

幅
広
い
世
代
が
和
の
文
化
を
楽

し
ん
だ

華
道

流
派
の
前
橋
い
け
ば
な
作
家

協
会
は

色
と
り
ど
り
の
作
品
を
展
示

シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム
や
ミ
モ
ザ

ロ
ウ
バ
イ

な
ど
が

甘
い
香
り
を
漂
わ
せ
た
‖
写

真
前
橋
茶
道
会
青
年
部
は

抹
茶
と
和

菓
子
を
提
供
す
る
呈
茶
を
行
っ
た

親

子
で
訪
れ
た
前
橋
三
中
１
年
の
茂
木
京

華
さ
ん

は

お
茶
が
苦
く
な
く
て

あ
ん
こ
と
の
組
み
合
わ
せ
が
良
か
っ

た

と
笑
顔
だ
っ
た

金
子
雄
飛

合
唱
や
吹
奏
楽

幅

広

く

披

露

き
ょ
う
ま
で
音
楽
フ
ェ
ス

第

回
玉
村
町
音

楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
町
教
委
主
催
）
が

日
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で

始
ま
っ
た
。
町
内
を
中
心
に

活
動
す
る
団
体
が
、
合
唱
や

吹
奏
楽
な
ど
の
演
奏
を
繰
り

広
げ
る
。
１
日
ま
で
。

日
は
合
唱
の
部
が
開
か

れ
、
６
団
体
約

人
が

曲

ほ
ど
を
発
表
し
た
。
オ
カ
リ

ナ
サ
ー
ク
ル
の
「
オ
カ
リ
ー

ナ
に
し
き
の
」
は
、
「
お
よ

げ
！
た
い
や
き
く
ん
」
「
威

風
堂
々
」
な
ど
を
演
奏
し
、

優
し
い
音
色
を
響
か
せ
た

写
真
。

１
日
は
演
奏
の
部
を
行

い
、
町
内
の
中
学
校
と
高
校

の
吹
奏
楽
部
な
ど
４
団
体
が

「
さ
ん
ぽ
」「
き
ら
き
ら
星
」

な
ど
約

曲
を
披
露
す
る
。

午
後
１
時
半
〜
３
時
半
。
入

場
無
料
。
問
い
合
わ
せ
は
同

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
７
０
・

６
５
・
１
１
１
０
）
へ
。

（
丸
岡
美
貴
）

放
送
大
学
群
馬
学

習
セ
ン
タ
ー
は

日
、
前
橋
市
の
同
所

で
公
開
講
座
を
開
い
た
。
群

馬
大
医
学
部
付
属
病
院
長
の

斎
藤
繁
さ
ん
‖
写
真

が

日
本
の
自
然
環
境
を
生
か

し
た
健
康
増
進
法

と
題
し

て
講
演
し

約

人
が
登
山

を
通
じ
た
健
康
維
持
へ
の
理

解
を
深
め
た

斎
藤
さ
ん
は
血
管
系
の
病

気
に
な
ら
な
い
た
め
に
は

基
本
的
に
は
持
続
可
能
な

有
酸
素
運
動
が
大
切

と
し

カ
ロ
リ
ー
消
費
が
大
き
い
登

山
を
紹
介

呼
吸
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
と
し
て

腹
式
呼
吸

で
肺
を
最
大
限
膨
ら
ま
せ
た

後
に
口
を
す
ぼ
め
て
ゆ
っ
く

り
と
吐
く
練
習
や

風
船
を

膨
ら
ま
せ
る
練
習
を
伝
え

参
加
者
も
実
際
に
体
験
し

た
約
１
２
０
０
人
が
在
学
す

る
同
セ
ン
タ
ー
は
昨
年

周

年
を
迎
え
た

年
に
複
数
回

公
開
講
座
を
実
施
し
て
い

る

水
村
希
英

登山通じて
健康増進を

斎藤・群大病院長が講演

前
橋
特
別
支
援
学
校
の

児
童
生
徒
と
卒
業
生
の
作

品
を
紹
介
す
る
「
む
げ
ん

の
い
ろ
っ
て
ど
ん
な
い
ろ
展
」（
同

実
行
委
主
催
）
が

日
、
前
橋
市

の
道
の
駅
ま
え
ば
し
赤
城
内
の

「
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ

Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ

Ｑ
ｕ
」

で
始
ま
っ
た
。
自
由
な
表
現
が
あ

ふ
れ
る
カ
ラ
フ
ル
な
約

点
が
来

場
者
の
目
を
引
い
て
い
る
‖
写

真
。

日
ま
で
。

小
学
部
１
年
か
ら
中
学
部
３
年

ま
で
の
児
童
生
徒
と
卒
業
生
の
約

人
が
出
品
。
自
宅
や
学
校
の
休

み
時
間
に
制
作
し
た
。
色
を
重
ね

た
絵
や
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
人
物
を

表
現
し
た
作
品
な
ど
が
壁
一
面
に

並
ぶ
他
、
乗
り
物
の
立
体
作
品
は

車
内
ま
で
作
り
込
ま
れ
、
こ
だ
わ

り
が
う
か
が
え
る
。

昨
年
に
続
き
２
回
目
。
作
品
に

題
名
は
な
く
、
同
校
教
諭
の
森
田

仁
さ
ん

は
「
自
由
に
描
い
た

作
品
を
自
由
に
鑑
賞
し
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
る
。
午
前

時

〜
午
後
５
時
。
火
曜
定
休
。

（
水
村
希
英
）

カ
ラ
フ
ル
な
50
点
ず
ら
り

特支生ら作品展
¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬

¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬

イスラム教学び
共生社会考える

イ
ス
ラ
ム
教
を
学

び
、
外
国
人
と
の
共
生

を
考
え
る
講
演
会
が

日
、伊
勢
崎
市
内
で
開
か
れ
た
。

県
立
太
田
高
卒
業
生
で
、
同
志

社
大
大
学
院
の
吉
田
悦
章
教
授

写
真

が
語
り
、
約

人
が

耳
を
傾
け
た
。

吉
田
教
授
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒

が
、
来
世
に
天
国
に
行
け
る
可

能
性
を
高
め
る
た
め
神
「
ア
ラ

ー
」
を
信
じ
、
１
日
５
回
礼
拝

す
る
と
い
っ
た
「
六
信
五
行
」

な
ど
に
従
い
生
活
し
て
い
る
こ

と
を
紹
介
。
日
本
と
イ
ス
ラ
ム

教
の
教
え
の
共
通
点
を
「
勤
勉

が
美
徳
と
さ
れ
る
こ
と
」
と
し

た
。同

市
に
は
約
１
万
７
千
人
の

外
国
人
が
暮
ら
し
、
モ
ス
ク
も

複
数
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
市
境

地
区
の
同
高
卒
業
生
で
つ
く
る

「
太
田
高
校
同
窓
会
境
支
部
」

（
布
施
光
一
支
部
長
）
が
主
催

し
た
。
支
部
の
会
員
の
ほ
か
、

境
地
区
の
住
民
も
参
加
し
た
。

（
丸
岡
美
貴
）

同
志
社
大

大

学

院

吉
田
教
授
が
講
演
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